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Konggeres Economi Bumiputra 

(EeりnomicCon只ressfけrthe Indigenous People) 

1957年のIF！マラヤ連邦の人口統計（註1）によれば，マレ

一系有業人r1102万3729人のうち，農林漁業お工びその加

工業に従事する手付，74万9319人（75%1を11iめ．製造業・

建設業・商業に従事する者はわずかH万0,138人（0.8与の
を占めるにすぎなかった。これに対し，中間系， インド

系の有業人口それぞれ77万1963人， 31万2956人のうt,,

製造業・建設業・商業に従事する人Ilは，それぞれ25万

7187人（33%), 5万5169人 (18%〕を占め， これら移民

人r1の製造業・商業に占めるウエイトがI（倒的に市i＇，、こ

とを示しているのこのような人種目lj，産業日lj有業人［］の

構成比率が，過去 1i1t紀＇I"C特にこの、i主｜世紀の問〕にわ

たるイギリスの7ラヤ支配の過程で~J&i~hたごと it, 

すで、に衆知のことであろう。

1957if 8 JJ :n 11 に111（丸したIllマラヤJ'主邦はこの上うな

マレ一系it民の経済的遅れを克服するために。憲法 15九

条（これはマレーシ7憲法においても［5.1条として紋承

されてし、る〉において，「マレ一人の1ft権」（theゅecial

position of the :v!alays）を規定して，公務貝への編入，奨

学金制度，商業貿易等のライセンス賦与等に当たってマ

レ一人の優先権を認めるとともに，倉I］始産業法〔Pioneer

Industry (Relief from Income Tax) Orclinance, 1958] 

の執行に当たっては，マレ一人の持株，経常参加，服用等

を積極的に進める政策をとってきたのである。しかし，

長い聞にわたって形戒され，ほぼ固定化されてきたマレ

一人と非7 レ一人の問の職業上の隔離は，一朝一夕にし

て変革できるものではなかった。多くの教育を受けたマ

レ一人（住2）は，その先輩と｜可じように中央または地方の

公務員となることを安全にして確実な生活保障の道とし

て選ぶことをやめることはなかった。農村は，マラヤ政

府の第2；欠 5カ午：；；＋両によってめざま LV中｜会（r-JHtl接資

本の充実をみたとはいえ，そこに人材が供給されたいと

いう意味においては‘製造業，商業部門と同じように依

然として忘れられた部門に属していたのであった。

さる6月5flから3Fl問にわたって開かれたKonggeres

Ekonomi Bumiputra （マレ一語でL bumiはearth,world, 

州 il,putraは sonのな味。したがって，“sonsof the 

soil”とL、う意味になる。日本語の適訳がないので，『ア

ジアの動向』（1965年6月号〉のように「原住民経済会

議J<rr. 111～113）と訳すこともできょう。ここでは原

文をそのまま使い，以下， KEBと略す）は，このよう

な現状を正しく認識し，マレ一人を中心とする士．着の人

々の農業上の諸問題および商工業への積極的参加を喚起

するために，中央政府主催（中心は国家農村開発省）の下

に聞かれた最初の大規模な経済会議であった。会議は，

ラーずン首相の閉会の辞に始まり，七つの作業委員会（資

本，工業，商業，サービス，訓練，市場，土地〉から提

/I＇，された（これらの委員会は 1965年初めに発足）レポー

トをめぐって討議が灰閲され， 69の決議とラザケ副首相

の閉会の梓をもって， 3 ll聞にわたる会議を閉じたので

あっfこ。

ヲーマン首相は政府，公判，公同，商工業界，各ナ｜、｜か

t】集まった 400人の代表を前にして，開会の辞において

士費の人々の経済的条件を向上させるために，ヨーロツ

パ人，中国系｛下氏，インド系住民の協力を求めるととも

に，政府の施策を成功させるために土着の人々自身が，

内分の生活を向上させる意欲と勤勉と忍耐と理解力をも

つべきことを強調してし、る。そして，現在まで多くの土

肴の人々が， 「手を伸ばせばそこに食物があるという安

易な生活Jに慣れて， 「自分たちの生活を向上させる努

力を怠っていた」こと，これに対し「中国人，インド人

は困難を克服して，貧困を脱却する努力を続けてきたこ

と」を述べ，また，依然として多くの教育を受けた者が

公務員か，ホワイト・カラーになることを夢みて，商工

業に参加する意思のないことを批判している。そして，

「政府は今後とも，いくたのサービスを提供するであろ

う。しかし，土着の人々自身が“経済生活の向上”という

共通の目的に向かつて絶えざる努力を続けなければなら

な＼ ・Jとその閉会の辞を結んでいる（以上TheSunday 

Times, The Sunday JI.fail, June 6, 1965より引用〉。

;5cいで、会議は七つの委員会より提出された working

paperをめぐる討議にはいったので、あるが，以下に各委員

会のレポートの内容を紹介していこう〔Kerdas2K，円：ja
(Working Paper), KEB〕。
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〈注 1) Dept. of Statistics, Fed. of Malaya, 1957 

Population Census of the Federati円nof 恥1alaya,

Report No. 14, Table 11, ]960. 

(:t 2) マラヤ大？のi96S干ド Jザノ1・統tに上れlf, 

'I i取2835人のうち， J し一 1:・;-'i, t72l人（25.1:l

',,) 伝っており，その、ち｛河川人、t人丈’芋m：にji(j民
q，そのほとんどはぷnmとマ（ I :. つれている 3

t九 マラヤ大学においご、マレ－，＼＇：’： Vi'科系学生が

少ないという現状について， Aziz教授は，“Poverty,

Proteins and Disguised Starvation" (KaJian Ekono-

mi Malaysia, 九アol.II, No. 1, June 1965, pp. 29～ 

30）の中で，現在におし、ても農村では，ほとんど理干｜

教育を受ける機会のないことを指摘して，つぎのよう

に吋I＇.－：.ている。 「大学にf：し、二 I'f'Hミii/攻する7 レ

一人乍ijが少ないということ（し "tt：＇、iυt，的”教育制j

f百 九：：縦を示すものであ JJご．け.. I : レ一人が理

! I .L L心学科を拒否したご t，、！行 ずはない jと

述、ている。

II 

(1）資本（委員長は中央銀行総裁 Dato’Ismailbin 

¥lohamed Ali) 

資本；土－Jいては，まず資本書付，：，nJ; fよと lて貯蓄の必

要けをl民泊するとともに，広告er,Ji！）；と！て従来の方法

( /[,'<] 1,(/J貯蓄を中心とする）全改めて、公的な機関に貯

蓄することを勧めている。つぎに，潜T生的な資本として

は，一つには土着の人々の農業生産からの貯蓄と，一つ

には回教徒の収める Zakat,Fitrab （注3）の活用をあげ

ている。委員会の試算データによれば，その金額はそれ

ぞれぅぎのごとくなっている。

マラヤ州の農業生産 ( 1111:1 1007；＇マラヤ・ドル〉

コム小農
ヤシ小食
漁業
家薪

合計

1960 1 19G1 I 1c1,;:2 1963 

24:U, :!;;J . I 
397.o I 403.6 
114.9 I 89.7 
133. 9 I 154. 3 

164 .1 I 233 . 2 1 265 . 2 

1,014.3 I 1,122.s i 1,144.1 

251.4 
425.9 
94.l 
157.0 
286.l 

1,214.5 

1し このうち 2%を貯醤するとすれば．毎年2400万

マうγ．ドル前後の資金をfj::i）うらこと士指摘してU、る。
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Zakatと Fitrabのファンド （単位：マラヤ・ドノレ〉

側聞 1962I肌
・;: '!111ソカ州｜ 11:1,280肌 463142,898 

：ノ〆’HIi 10,250 74,8附 il'l,:270 l:!:!,396 
ノJ 〆りH 4:13,(HiT -15'1，り58SOC,529 
Ii ス .JI[J,:198,926* 204,112 211,:lらO lli•l,928 

(:I) * l'Hi(W－までの合計額。

これらl士、ノ7‘各列・！の権限 C,Hν）宗教｝，心に属してい

るが，これらのファンドを宗教および慈善等の目的に使

引た後f注4），中央のファンドに一本化して，回教徒のた

めの資本投下に使うことの可能性を指摘している。

次いで，レポートは，協同組合，郵便貯金，巡礼貯金

(Muslim Pilgrims Savings Corporation），閤民投資会社

(The Nati，山1lInvestment Compa町 Y Ltd.）等の貯蓄機

関v叶引丈にふれ，これら機関の有効な活用を説いてし、る。

つぎに， J設資機関としては， '7I／ーン／J業 11日発金融

公れ iThe l'vialaysian Industrial Development Finance 

Ltd.以下 MIDFLと略す），農村工業開発庁（TheRural 

and Industrial Development Authority.以下， RIDA

と略称。これはすでに MajlisAmanah Ra’ayatと改称

された。この点にJーパ、ては後述）の現状にふれ，その改

持を説いている。

i!Hぇ；： C・ .J;ートi土，天然資源、を開発するための立とお；の

,:'st i（止、そ二ぺ（／）土着の人々の参JJIIOJi1J能fl.合指摘して
1、，P
、e ’，Ju

［カ， L，こ (j）しポートが強調してし、ることは， 支出を

抑ti,lj；レC貯蓄にまわすことによって，自分の属する社会

集団の将来の寓と繁栄に備文る態度を確立すべきことの

指摘である。

(2) 商業，事業（委員長は通商産業省事務次官 Raja

Mohar bin Raja Badiozaman) 

向当主に，，v、ては，まず現在マラヤにおL、て70りOのマレ

一人の，j、売尚があるが，そのうち1000がRIDAより融資

を受け7し‘ることを指摘した後，多くの？ V一人の商人

;t, U)H.tti:1将売の知識もなく，（口）資本仁三Lく，村正主

的その他iこ！／t'Jflされる機会を失ったために商売企やって

いる者が多いと述べている。特に一部のマレー人には，

一晩で“tanke”（中国語よりきたマレー語で中国人の経

営者を一般にさす）になることを望んでU、る者があるこ

とを指摘している。そして，これらの欠陥を除去するた

めに，商売の know田howをよく知ること，経験をつむ

こと， 定のlti"#iの必要，融資機関の利用，訓練機関を

パけること，協はして「規模の経済iを生方、すこと，市
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場調査の必要， j以売機関の確立等を説いている。このう 近し、手I］子f注5）を取〆って農漁民を支配していることを指摘

仏融資のこと（士関連しと，マレ一人JI土地は多＜ Malay している，次いでレポートは，とれら農民の土地所有規

l,c，じrvesのヰJにもるた九公融機模，1-:Ji！保にとんだいこ 肢の零細さ (1960{]I見業センサスによれば、米作農家らり

とを指摘していることを付け加えておこう。 平均士i也保有は2.5エーカー，ゴム小農では5.3エーカー

(.1) サービス（委員長は週間産業日iJ大臣 AbdulKhalid となっている〕，度負衡の不統一，運輸手段の欠如，保存

bin Awa叩 Osman1 泌設の欠如し農産物価格の変動性、商品知議の欠如等が

サービスについては，現在の激しい競争のII寺代におい キ11まって，農産物市場の円滑な機能を妨げていることを

て、仲ービスが企業の成功の必須条件であるこ坐から説 述べているのさらに協同組合も，付）農民と中間商人との

き起ごし，ギーとスと（t (1、業目的達成山ための粍？の手 続接な関係の存在，（叫史民の中間商人への金融・販売L

段をさすものと規定して，それには，付）経営，（口）技術， の依存度の強さ，付農－民の問の協同組合に対ナる無理解，

付運車命，仲機械’肘法律．行政，付耳事用’（的立地．［，場j iニJ農氏におけるf旨導！醤の欠如，刷協同組合販売車且織の根
員tii，伺調正仁！～；111].統言iラ（＇）各分里 t乙弘あることをJ行f荷し 4正的な手i一i走干1性，等J〕ため；こflドむ

ている。このうち，経営については，多くの土替の企業 している。そして結論として，農村の低位生産性→低収

家における経蛍能力の低さ，脅え方の甘さ（企業をギャン 入参負債→中間商人の支配という問題を解決するために

τrんヒのみ行三勺）を以J汁べきこ二、法術；こ J ノL、Cは は，市税とiJ用貸Lを統一約に角f{/,lとする方法が講ぜられ

新しし、技術導入の必要性，運輸につし、てはその手段の欠 るべき斗とを強調している。すなわち，農民の負債から

如！のため農民が生産物の正当な報酬を党け取れずiji間前 の解放なくしては，市場問題の解決はないことを強く訴

人imiddleman l；ニ搾取されとし、ること、機械に Jル、ては えていろり

不当な賃貸価格を支払っi機械を借用してし、るやljの多い (G) il11榊 （委員長は下院議員むマレー商工会議所述

こと， it律・行政については依然として知識が貧弱なこ 涯の書記長 Hanafiahbin Hussein) 

二， I （（ 用に~） I，，、は，まだねj始産業そ！）也の企業 eこおけ 訓練』こっし、ては，レポートLtl%Y年までに成果をあげ

るマレー人の履用が少ない4と，立地については都市部 うる短剣，i）訓練計画を勧告するとし、う前提むげ）商業，

での土地取得には高い“co妊eemoney”が要求されるた （ロ）工業，け技術，技能，科専門職業，の四つの訓練計断

リヘl苔民の入Tit困難であ三：こと， A存・統計iこJ ル、て についと述べていろ。特に RIDJ¥’［＇rainingCollegeの

も＿L:1'1民が手＇Jf日しうる形引土，きわめて［浪ちれ口、るこ 初、大を！；主流している。

と，等の現状を述べた後，いくつかのカ策を示唆してい (6) 工業 （委員長は RIDAの工業局長 WanAbdul 

Hamid bin Dato’Mohd. Sellεh) 

(~i 農産物7行｝見（委員t文i土t号業協li1Fil｛＼、大cu、i《，1
Ghazali bin Haji Jawi) 人々が商工業に主av、てははるかに遅れて出発しようとし

t"U'竺物市晶J；こ，Jv、て』土，主ず7 レ J アlこおけ之J差量業 守ごU、る lalate s組rteγ：ためiこ，政府とし』てその不手IJを

Jlウコイト （1%＇.！年で国 i寸行生産の.jyい：.） から政 I雪起こ もIiうためのL、くたの施策が講を人るべきことを指摘した

し，人口増加lに対応しつつ食料自給事（マラヤ州で現在約 後，究極的にその成否を決めるものは，当然かれら自身

60＂じ1をヲlきとirるために，出産物市W，υ改善が月、＇！11•：）急 山倉I］意と判断と不祥不111＼さにあるごとを強調しているJ

とな v Jていろことを指摘してヤる。そし〈レポドー ii士「マ そして， LボートiL 工業への参加というのは，これん

レーシアの農民，漁民はその経営規模の狭少さと，資本 の所有（ownership），経営への参加を意味するものである

山4引11のために町取引の青空ブJを十分にもたず，士六白分 ごとを述ミ，現在のJ レーシアにおける工業化の必要を，

,~ t) ））収穫iこ汁 Lて正当ん；：1ili格を受t了iはる手段にう（ijて 人n煎1JIIとれ済構造の色、化の中に求めてL、心。そして，
おり，中間商人の支配の下におかれている」 （Kerdas" 現在までの政府の施策を，げ）社会的間接資本の充実，（口）

KeげιKEB、p.91）と述べ、さらに市鰐の完全な発展を 創始産業法，付マレーシア工業開発金融公社（MIDFL),

妨げている七三17'.，－，，農t魚村山信用貸！刻賓とそれに上る と）連邦 I＿索開発行＇ (Federal Jndustrial Development 

農漁民の負債にあることを強調している。そして，信用 Authority. 1965年法律第13号で 1月18日に法律は成立し

貸し制度としては「商人の金貸しJ(merchant“money たが，まだ長官の人選で難航して活動していない）等の

1ヒrnlcr），“padikuncha”’古川システμι 現在t100% i,f，苦手jを通してふり返りながら，依然として土着の人々は
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資本と know-howの欠如のため傾極的に工業に参加す

るにいたりていなし、ことを述べている。そして，レポー

トは， fl本の明治維新以後の官業方式を品目介しつつ，政

円、l仏 逗の工業に直接参IJ'j-：.三二 五’＇Jrr）く訴えてU、

そして，これらの企業か I,-J，これ に伶に＇ H本の
（刊にた，－，》て，民間に払u、I・,！ふん？去を；Jとiiをしているo

j〕fこ＼いま W四 A.Hamid iJ.二ぴv' ，ドー 十を準備して

ととき、よくかれに会っ：忠弘を交拘 Lふことがある

が，かれが日本に関心をも，Jているのは， つにはアシ

アにおけるH本とし、う客観的地イ立によることはもちろん

であるが，一つには1942～44年にわたりでマラヤ大学の

Aziz教授（教授は早稲田大学〕といっしょに，東京製ヂ！

大ヤに’乍んだという学生時代／）別レJI＇，：て t' ）ながってヤ

ぐJ .I: ・・1に思われる。かれは‘ ょ見｛Ute"；，！二さhた MARA

'I tJ，；長として，二f：着の＼ケピ、仁、土マJ!Jt: 'lためにNi物i

I l'Jに，,IJ/i;Lており，かれの ！＇；えらItjこ；：）Jたくしがお

いf~: .':: ＇・、た＼ VangGungwu 1'i'. J是ffo,:,; 1 I' fレーシア』
(Donald Moorじ， 1964）の'flの「税代γγヤの京教とよ

化」という論文からうかがし、失uることができるところで

あり，わたく Lもかれの活躍にひそかな)Uj待を＇，ifせ口、

るl人である。

(7) 土地（委員長はill！家燃村開発行1'Vfi'.i15:r1M礼’arof
liin ごうheikhAhmad) 

I ;ii!；二ついては， レポート（士山j位、 1Li ii<，鉱111, /i'l,rii 

しl1{'1 '+Jill也の四つに分けて川じ F

：！、寸 i｝生J也については， 7 レ一人♂｝！内｛｛ （ 心~地ifii 債を，

つぎのごとく推定‘している。

マレ－／..UJfi：物日lj所イj地i立＇.fj'/

ェi iλ 
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1,881,104 

小段l姐の総凶Tti ;1, 861,104ニ仏ーヵ－

5ニ丘一カー以下の小幾！認のlt本 48,7% 

小｝災を取り卜．げてし、るが，多くのマレー系小差益は当然5

エーカー以下に集中してし、る）。

そ！じ このような土地の狭少fL::nJ!i!1I：と LL‘（｛）J: 

lt江 j ， 初i 守 fl•ノ十三 l士分激化，（吋人 r1 (7) J'i：力ti，（’州1/{i}：、の三つ

やい＇ C L、九そしてイスラムの宇l!t/c/J;、と，他のtuUTJ機会

，，，う＇／iii，，，.＇こんに、多くのマレ一系 l'.'jtがます士ナi,•）！：少な

.1:Jii¥にいいはドノユ鋲1r,1を指摘している（ し主＇［＿＇ fスラム

法におL、でも， 1'11続権二斤がすべて法のとおりに土地を納

分化して初来日する必要はなく， 1人が相続して，他の÷行

はそのンエアーにあずかる形も可能である以上，レポー

トはケランタンの土地法（“LandEnactment, 1938’＇§ 37 

I；，）（.－わし、で出。、V－方 d句a(depa ft 心ブ Jート言 ！たが

1500'¥1-}j 'fイート〉以下の絢らイヒを然JI:L亡し、る〉，

}1~;1, ,,, National Land Code (Act of 196:i, § LHi (1) (f) 

: i );.: J; lて‘ iJtl也の 1エーカー以・・1・・ （｝）治II分化を紫ii：して

し、p：υ、p.l ", t;kJH分化を禁止する法；，ulij船どと，既仔の狭
少な耕地の統合を促進する法令の制定を勧告してし、る。

次L、で，農村人口の増加lについては， 1960年農業センサ

スとfj二本8.2%の人口増加l率からみて，年間 1ガ5伺O人

の憎力11が見込まれ，このための土地として15万エーカー

( 1人わたり 10エーカーとして〉，既存の狭少な土地所有

汽山ための上地噌力I]分として 12万印刷工←ブト、合わ

せ.：qu¥J:n11三（）伸エーカーの土地造成が必嬰む点〉〆1が，

せ［二 7 レ一人の農民山i〔〔1111，い、ノペj盈の／1¥L'Wと 川イI・.I) F,,dげ ≪ILand Development Authorityおよび

ーし I(J!}r有地の非経済性1.t',illi-r'I）、 1.10;jイロ／gJ)i!g，付rli fり！日、 ij位，＇.'i1,U土司令Trll9万エーカーにすぎf('v 、こ壬を新

JJ),, ¥.c:.) lt¥:i立生保性，の四つ.：＼：：，九パ， f_-,i ！すれにつし、て， J肉I・c L、.；：， 0 主たノj、｛十裂にっし、ては， 1%0年114≫1＇ンサ
つぎの上うに述べている。 スによitLf4 7j4992農家となってし、るが，この数はその

もL，政府のU、うように， JJ収800～：J50マラ γ・ドル f量的加していると考えられ， 1%5年の PadiCultivators 

を農民に保障するためには，ゴムで6エーカー，米で18 (Central of Rent and Security of Tenure) Ordinance 

エーカー，油ヤシで10エーカー，ココナ、ソトで18工ーカ も十分に祈用されておらず，小作農民は，付）小作契約の

-v') .+:J也を耕作しなければt;Jノなレが‘ l：際にはつぎの ノド宏，i.'.・" , I, 1) ；（：；率小作料およびれteamoney”に陥まさ

よりにιエーカー以下の小民がi:¥'!i土十fおcti ；めてk、ると指 it, ;)i ＇，＼＇.と｛亡 i土土地耕作の等調視が起，： ，，口、＜：，こと

摘し日、る〔この表は， 7 し一人tハ・J；史九7チでなく，全 をtm:i:iL C＼、るc そして，レポートは，二ti.，，び山、くた

94 
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の難問題を解決するための政府の施策と，農民似ljの自発

的運動J(Farmers' Associationのような）の強化の必要

を訴えている。特に，勧告の中で，台湾，日本，インド，

じ斗 J で行なわれたようだりむ必ぷの神人を， 7 ラヤiこ

:L 

td；；千作物別の平均1工一り一、＇i!二IJill年問収入の試
E主（t毛業協同組合省の試j持：l をlご；ニJ巳もト おこう (l主6）。
っさに山林については，マラト！トl'7>ili林が国有林で1

ヌ:i3357平方マイル，州有林が 1：；η＂8680平方マイルあり，こ

れらの山林が毎年各州で公開人中しまたは直接割当ての

方法により，材木業者に伐採権が与えられるようになっ

ているが，公開入札の場合，マレー人が解札することは

きわめて困難な状況にあると述べていろ 1964年末にお

二、P レ一系の伐採権者かt:!8人LiリIJti'lOlエーカー〕，

」I＂し一人が 802人（86万0:,1ι一工 力 ）となっている

が‘ ,, ~.一系の場合，その権利か主人；二 .JI'-., I,,一系め業

おにl'h；長波されている例が多く Jトノハ一系の業者は

資本も乏しく，市場組織も弱く，材木業の知識も貧弱で

あることを指摘してし、るυ また製材業者は，現主I:マレ一

人で44人，非マレ一人で410人とな汁ており，山林の分

野におU、ても，マレー系の遅れが目だっていることを指

摘している。

っきに鉱山については19;iが！の：＼atio11alLand Coun-

cil !'aper (No. l0/58）におL、ーし Jし 人の鉱山業への

・-t; ./Jilを奨励する方策が打t,/Uされ：：；ニイかかわらず，現
(l:に：.；L、て7 ラヤリ＋｜の鉱［＜.，Dj508;i工一：｝；ーのうち， 7

レー人の権利下にあるものは，わ子かl万0559エーカー

（全体の 2%）であって， しかも，そのうち実際マレ一

人によって操業されているものは， 1401エーカーにすぎ

ない，と述〆＼どいる。そして，そのJJ;U苅は，資本の欠如

(I )r引 lgeわ式の錫採掘には700～1200万マラγ・ドノレ，

( ;ravel 1》ump方式の錫採掘には10万一rラヤ・ドルの資

本!J:.i:::;、安止される〉，技術的知識，持j殺の欠如iが指摘され

てL、ご川 Lかl，鉱山業における雇用の1fiiかんみると，

もおろん中国人が2方8485人と最も多く，次いでマレ一

人が 1方1290人となっており，全瀬用者の25%を占めて

いるが，ただ GravelPump方式に関するかぎり，中国

人が1a!r!'i的地位（中国人1万 9327人に対し，マレ一人

1881人〕を占めていることを指摘してし、る J ということ

は，比較的 locλ1資本で可能な方式である Crave!Pump 

にJ パ、くの！日，ow-howをマレ一人が地件Lにくいとい

うむ111:、を；心ζている（なお Dredge)j ol.:it l tL r士除きす

＼ぐ外刊行本の手にあるみ

次し、で，大都市の商業用地については，すでに議波さ

れつくしているので，今後新たに土替の人々が進出しう

る余地はきわめて少ないので，しかるべく新開地を求め

るほかないことを指摘している。

以上において KEBの七つの委員会のレポートの内容

をだf介 L／・ーのであるが，会議においては，こ｛ti'，の諸rJj

足きや•！1次寸マ，のに資本主義的なーん；＼でゆくのか、もっと

協lrilil仁川下jわベを強化するのかのわγj、に〆山、て，激しく

芯，，u；：た／こかわされたが，そのぷに－ ) ＼.、ては明確な結論

作物日I］－＂＇－ーカー当たり fド問のかー産高と収入の比較

｛ド 物 ｜ 年間生産高 単位、＂rたIJ価柏 ！ 務 L~ の受
取り価絡

年間の総収入｜｜年間の＊ I ｜年間！の収入
生産コスト

J依 (1則的｜ 350プfンタン M事12／ヒタノレ .¥1$10／ヒグ M事140.伺 乱1$33.00 M事107.00
14 12 168.凶 33.80 135.00 
16 j.j 196.00 :¥3.00 163.00 

ィ： ( 2 .ltlli'F) 6似）り J 予 L 九i事昨クノι｜事IO／仁ク，L M持｛う7.00 M事173.α｝M事240.001
14 I'.! 288.伺 67 .lXl 221.00 
16 H 336.叫 (i7.()(J 269.00 

L、 l ，こSU.I• ン l ¥/60／ポン I- ぜ171.1ンi M事601.舶 M事29.00 ？νi事572.60
70 t一》；戸〉 704.伺 2¥1 00 675.00 
80 6'3 806.40 29.（則 777.40 

ココナット 山ピクノレlM草山ノし M$119.00 M事31以） M$88.00 
26 21 147.00 31.00 116.00 
30 25 175.00 31.00 144.00 

ilb ヤ シ 8トンi M事70~0トン 乱1$60／トン M事25叫 乱f事455.00
β：， 520.00 2S 00 495.α｝ 

90 70 S倒．∞ 2ら.oo! 535.伺

〔1L) 本家族労働を前提二［亡， νm’ノj織を含まない。

9ラ
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を；11,さt,＼，、ままに，つぎd〕ような（，＇.le勺iと＂ifを採択して， :l. A pcx Bank （協同組合中央銀行jJ）地位を強化す

EEBを閉じたのであったJ 二二こと υ

( T 3) zakat，五trabυ上、川1:, i11I教徒に謀せら ,1 . ;1JJ:1JJ資源の開発のため政府出資による公n.をff!J, 
れる宗教税（10分の l；餅〕のこと芳ものであって， その株を Bumiputraに売り渡すこと。

zakatは一定の財産所有者の穀物，＊物，家市， t長銀， 5. l:',ational Investment Company （マレー系投資会

商品等に対して，一定感で課せられる。マラ γでは， 社〉の地位を強化すること。

米作農民について，年間 450ガンタン以上の収穫に対 6.何l教学者の会議を開き， zakat,fitrab等の処理につ

して10分の 1の割合で謀せられる0 fitrabは人頭割り いて Bumiputraの利益になるように改正すること。

；：近江マラヤでは各州ご＇，＇＞＇なる j,，‘］人につき 1年 7. 政府；i:Bumiputra lこ商業，貿%の必要を広布する

11¥J: ・1.00～1.20マラヤ・ ifし j',';II (, . }j＇せられる。こ こどっ

オL,・ については， T.B. Y¥"ilson, The Economicsザ 8. 小汁交J）教課の中lこ，荷業， J[ieJIの諜f’t1' ;i;z-1:tるこ
!'adi Production in North c¥Ia!ava, !'art I，“Land 三

’fl'nure, Rents, Land lγ刈 andI、【：，gm

1958’p. 20, p. 27参日qο 10.政府は Bumiputraに，もっと多くの衛業，取引に

( 11.: 4 ) zakat，五trahのマラヤにおける現状につし、 つU、ての訓練の機会を与えること。

ては，関聞大学f絵本勝次教佼の実態網代日）中山県にdニL 11.政附は Bumiputraに，特別の指導， 勧告を行なう

いが（未発点），わたくしが教ほから批I＇，、た範閥 r,1, こと0

{_li官、宗教上の日的以外lご七、問ノP，＇） 支出かれーなわれ ］ゴ。 il'(l{.f, 'l's政府機関は，もっと Burni1》山aに種々の

！らといわれる。 f後二三をIjえるよう努めるべきこと。

(,J 5〕 “pa《Iikunch‘i日..t H1 .. ; ;" ill itし＼IJII主であ 1:1 Bum】

，それが尚平IJff的にもすiι し二 i；~＇ I.＇」 i髭について i土’ 14. '{Cf¥びJfに一機関i土，さちiこ4乙どの院j；主’ t守，tの情報
IJIJ J叫，LB.＼九Tilsonに，H'・ 

？正井虎雌，『マラヤレI）土l也附趨』（「アンアの士J也己士w，：」 15. l改}ffは jointventureへの Bumiputraの参加を奨

n，調盆研究報告双書第44集，アジア経済研究所， II付 励すべきこと。

病1138年〕においても論ぜられている。 16. Bumiputraの商取引業者と他の業者との接触を強め

（法6) これと同じ試算として，前マヲ γ大学地理 ること。

学H教段の RobertHoの行なったものがあるが，む 17. Bumiputraのための商業知識の提供。

I ., ~－ 1,, 、がある（“Mixed.Far川河川rlMultiple Crop- rn Bumiputraのための統計処理機関の設白

ping in Malaya", The 

raphy, Vol. 16, Oct. E』｛》ゴ！｝電：Y き主 J：までLこ掲げて こ；：。

コ l為 ::050～450 （♂ノヤ・ドノl,)

ココナット 60～180 ” 
米（マラヤの－γ均〕 183 II 

が ( 2 J切れ，Provinc日、Vellesley川'I) 600 11 
II ( 2）割J('I', Tanjong Karan) 700 11 

III 

f山花（抄訳〉

1 RIDAを資本力におvぺι組織に.t.：－，、ても強化l,
M九RA(Majlis Amanah Rayat上lurniputra）と改称、

すること。

2.政府出資による BankBumiputraを設立し，将来，

その株を Bumiputraに売り渡すこと。

96 

21). Bumiputraの企業，会議所札、＇；初政庁、 fのが！紡を得

C，絞験のある秘書を雇うこと。

21田政府は，商取引に関する法令を Bumiputraの地位

を強化するという観点、から，検討すべきこと 0

22目 Bumiputraの小平己商人から貿易業者にいたるすべて

の段階の人々の連絡を強化すること。

ゴコーふん，），;;Jlむi豆，村にJUfi.,J車:!ii,t-::i1ふょう:lit｝！みするこ
し
-0  

21 Bumi1山 traの参加する大企業を郎difこ／1ること。

2~，.あんゆる段階の Tender commissionに必ず1入の

Bumipu1 raを委員として加えるこ E。

26.農産物，特に Bumiputraの生産物のマーケッティ

ングを改善することa
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27.政府は， S量産物市場’についての権限と権威のある機
関を作る＼主二と。

:!8.市場に〆ん！との調査， iiif’たihなうこと。

29.農民に生産の成果を保障するため，生産コストを標

準化すること。

30.市街地の州、｜有地で商業用地として適当な所は Bumi-

putra l::?;1jり，，，1てるとと。

'.11.新しぜ、都市，工業団地び1IHI発に当たη ては，その中

の商業用適地を Bumiputraiこ保留すること。

32. RIDAの Bumiputraのための商業用地の確保とし、

う政策ね維持さるべきこと。

:13.山林の 2J'<'・ 1は Burniputrciのために f4げなするこ

と。

34.契約に当た。て，政府は，使用木材の40%をBumi-

putraの製材業者から購入するよう条件を設けるこ

と。

:15.農業』ニl¥tl;・ ぅ知識の普及と民業普及サ ［川り拡

大。

36.土地の細分化と分散化を防止する法令の施行。

:37.非経済的な零細土地所有を統今L，それに主って過

剰！とな｝たt；どでは，他の民地主たは工業へi誘致計るこ
と。

38. 1955年の I弘JiCultivators (Central of Rent and 

Security of T、enure)Ordinanceを改1F.L，小作人保

護の施設1dHじすること勺

:,9. 小作人•.·＇）がi庁的地位を 1,,J_Lc'o せ，かれぞ予が｝｝色を入

手しうヘi；ろi;,融措置を議－r二、きこと。
40.農民組合の組織を強化L，国家農村開発委員会と協

カして活動すべきこと。

仕．台湾， Il ；｛んインド， 1ん♂の例になぞ， ＇亡 土地

改革にr+11ーと＇；J;令を早急に：Iii];，どすべきこと。
42. Federal Land Development Authorityの16動を強

化発展させること。

43. Bumiputraの行政的能力を｜向上させるための訓練

機関の訟匹。

14. 商工業‘ J;'~ ＇t諮問機関ハバi亡し

45.各州に技術相談機関を設置すること。

46. Bumiputra に対する機械設備のサー 1~·· スと運輸サー

ピスを提｛:l'sくすとこと。

-17. Bumiputr.げ〉ための法律相；丸事務処理， ~ic,;I処理

等のサービスの提供。

48.各企業に対し， Bumiputraの雇用を奨励するとと。

49.創始産業法に基づく会社に対する Bumiputraの簾

用という条件を確保すること。

ら0. 上り多くのも行主な Bumiputraの政術者をつくり /1¥

すごと。

51. Bumiputraによる工業，企業の創立を奨励すること 0

52.調査，見積もり，統計上のサービス機関を作ること 0

53.政府は Bumiputraのための工業開発公社を作り，

かれらの工業参加を民助すべきこと。将来は，そh() 

c1i I：・業を Bumiputraの手に移すべきこと。

54.政府は関係各省の高官よりなる常設委員会（委員長

は国家農村開発相〉を作り， Bumiputraの工業参加を

強化すること。

55. との常設委bl会に Bumiputraの専門家よりた.（，l-1,〔

filj；ト委員会を付iはすること。
56.新しい工業は OperatingContractの方法を採るこ

とによって Bumiputraの技術者の欠如という問題を

解決すること。

57. RIDAの TrainingCollegeは年｜！日200入の教育！，：

わないうるよう拡大さるべきこと。

58.上記の訓練コースは，（1）工業会計，（2）企業管理，（3)

商工業経営，についての3カ年コースをもつこと。

59.さらに，上記のカレッジは，商業・工業iこi菊する払
般的知識を与える上うにコースけオ；大すること。

60.これらのコースは， (1）商業の know幽howを知って

Lるが経験のない者，（2）将来の高い地位を望む者，（司

令長をさらに発慢させようといろ経1t者，の三つの層

にけして与えれれる Jごきこと。

り1 tj:(j字あるいf土建1没tjlの工場にむし、て，雇用の機会が

与えられるような Bumiputraのための5～6カ月の

短期教育コースの設置。 RIDAは，より多くの Bumi-

putrnの技術者の美岐に努めること。

山政府は Bumiputraの子弟に主！して被々の短期の教

自I課程を設ける4二と。

63.政府は，さらに多くの商工業のための教育機関を設

けること o

(i1 Bnmiputra /J）二f却をもっと荷r業に1，＇ゆミうよう鼓舞

するニと0

65.以上の訓練コースを可能ならしめる機関は，改組さ

れた RIDAの中に設けられるべきこと。

06. I了子ンゴーJv州政府は，新しし、 BatuTigaの工業

UH也iと，新しい RJDA Training CollegeのためのJOO

エーカー以上の用地を提供すること。

67.政府は，各州、｜に悶家農村開発相の任命になる小委員

会を設け， Bumiputraの雇用問題を処理すること。
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Ut~，さ iVlL7i, 9JJ；川IIi二発足した。この法案は，

11JJ rゴ11: ~ I kw  lけptnl'llt1「lJtl(］ぃ＇＼mendment)Bill uノfl;
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ープにっし、ては，かれらがi'l分たちのビジネスにのみ関

心を集中L，かっかjL「》の不満を政府にぶつけどJことの

みに集中したことを批判している。かっ教段は， JJ也の

細分化にふれ，政府がこれを防ぎ，その経済的維持，述

内を図るべきことt説いている。そして， 員k’後に， 69の
KEBの決議が，マレ一人を中心とする土着の人々のi区

l可している難問題の解決になるかどうかは今後の具体化

の方法にあることを指摘し，政府としては，明磁な問題

解決の某本方針，方法を明示すべきことを説いている。

それから， 5カ月経たえいで事態は， Aziz教J伐の指摘

したように Bumiputraの概念をめぐり，］］月J:l(lのj司会

において，野党（UnitedDemocratic Partyの fir.Lim 

Chong Yu, Socialist Frontの Dr.Tan Chee Khonn, 

7己l'eopl巴S’ProgressivePartyの Mr.Dev孔nI¥air）か
C,'fj'//ljが/ftは，Aljこのにl.JL, ラ』ーマシ t''i'flll土Jコざげ）上

うに答弁している。

すなわt,,13umiputraという oI Ii, ・・ idii'fJIS:: iJ，γ レ

一人，その他の／Jf(/111'.合さ十のであるが，法律的には確

Jιされた槻念、ではなL、。 L／：：がず】ご， 1j1[ii.]人でも，イ〉

ド人でも， 1・1分た九をq,1司人，インド人と切なさなL、か

ぎりにおいて， Bumiputraと＃f、することカ‘できる。 L

かL,'.,l;;i"l;l5:l，条がJ レ司人の特殊な地｛，トを似附してL、

るように， '.'iTfli は Bumi1》utraとL、う百五Eを伐L亡，か
れらの経済的遅れた改i立すふ必要がある。 1方、L, j)j:1,、

将来に，この上うな三葉がli'jえて，統ーー的な J l, シア

同氏とし、う概念が現実fヒすることをt:fi.んでL、る （The

S，川 dayTimes, Nov. 14, 1965より）。
この点については， KEBの工業専門小委員会委員長

の v¥'anAbdul HamidがKEBの開会に先だ.，ご KEB

0）意義つけそ行なりたれA nation in同日rchof CCOilO・ 

mic equality”（The Straits Times, June ci, 1965）に

おける Bumiputraの概念化とそのも7置J iけを想起する

必要があるよう lこ忠、わ：hるσ すなわれ，かれは，まず7

Lーシ fの成，＇t:Iこ.t.，て ソレャー人のみでなく， 叶バ，

~－ラ ＇｝ ケの他の原｛U＼＇.折、（！ ban, Muruts, Mcbna山特〕

が，こ｜着l(OJij1に介まれることに上.，て，これt,の人々を

総称するsτ葉として， BL日niputraというTH裂がitわれる
にいた，Jたゆえんを説明した後，これ「） I.着の人々の経

済的後進性を改持ーすることが，経済的不平等を除去して，

この国の政治的緊張（特に人種間の）をやわらげ，ひいて

は国民的統 aに寄与する三とになることを，わかりやす

く説いている。そしてかれは「もし Bumiputra以外の

｜可民が，この会；誌の意味を受け入れて，それがe ♂部の人

の利誌のためでなく，国家全体の発展に寄与するもので

あることを認めるなんば．それは将来に向かつて，よい

前兆となるといえ上うJと結んでいる。

以！ーにおし、て， KEBについて， やや詳細に紹介した

のであるが，長後にわたく Lの印象を述べて，車tびとし
よう。

KEBの目的は， すでにIYJらかなように， 7 レー系の

/J民およびその他の土着の人々の経済的後進性を克服す

る道を明らかにすることにおかれていた。その点につい

ては，上記の WanA. Hamidのコメン卜が示すごとく

である。しかし，この国の経済構造をみる場合，そこに

は人絹の差異を越えて，“have”と“have-not”の二つの

クラスが存在することはWJらかな事実である。また

“have-not”の111で， ♂レ一系を巾心とする土着の人々が

! l伊1](!'.Jに多い三とも・Ji:'.，たである。したがって，この際，

llf］確にすべきことは，“have-not”の多数を占める Bu-

miputraのt干済的fiiJ上を図ることによって，“have-not”
全体の1,',1ーとを以lる方的lを志向しているのか，あるいは憲

法15:l条の精神を発民させて，当面は Bumiputraの発肢

のみにi)Jをそそぐ方向をとるのかを明らかlこすること

にあるとャえる。そして前者の道をとる場合，ラーマン

斤キllt.1'1¥Jj l:l 11の｜話会で将来に向かっての方向を示｜唆し

たように，すみやかに BumiputraとU、う言葉を変える

べきである L，後背の道をとる場合 Bumiputraという

慨念完了他の国民が十分受け入れられるようますます明確

化u二，、うことは，人種間の緊張を強めないようにする
ために〉しなければならないといえよう。この二つの道

に対する明確な態度を，今後とも Alliance政府は常に

求められるであろうし，その挑戦にこたえて，自己の掲

げる人種間の平和と経済発展という政策をいかに調和さ

せてゆくかということの中に， KEBの成斉と Alliance

政府の将来がかかっているといえよう。もし，この問題

が明確にされない場合には，少数ながら漸次台頭しつつ

あるマレ一系ビジネスマン，小資本家の進出に道が関か

れるにせよ，大多数の Bumiputraの住む農村の基本問

題は未解決のままに残されるおそれがあるといえよう。

LかL，このような大規模な会議が開かれ， Bumiputra

の現状が明らかとなり，政府としても，かれらの経済的

諸問題の解決に取り組まざるをえない姿勢が示されつつ

あるととは，第1回 KEBの成果として，高く評価さ

るべきことのように考えられる。われわれは，その69の

決議が，正しく実現されてゆくか否かを見守ってゆきた

v、。
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”一一竺三回目，，，，， 糞
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（注7〕 8人のメンバーは，つグのごとくなってい

〆：ν。

'.v!ushir Arirf (Company Director守 l'enang,

L. E. Othman (Lawyer K. L.) 

w日n Yahaya bin 1-foji Mohan1<マl(Comp川1y《hrec・

tor, Tre口ド山nu)

ぐrengkuRazali (Company director, Kelantan〕

John Yue (Banker, K. L.) 

Robert Kuok (Company direct川、 K.L.) 

S. 0. K. Ubaidullah (Senator, Businessman) 

Mohd. Raslan bin Dato Abdullah (Chartered Acco-

untant, 

（注8) 12人の委員はつぎのごとくなっている。

Ungku Abdul Aziz (Professor of Economics, Uni-

versity of l¥!alaya) 

Dr. Mahathir bin Mohamad (Member《，f Parlia-

ment, Doctor of Medicine) 

IくamWoon ¥Vah (M七mberof f'a1 liament、Lawyer)

Mausor bin Osman (Executive of the Shell Comp-

any) 

fl.fo'arof bin Sheikh 1¥hmad (Sec町 taryto the Minト

stry of National and Rural Development) 

Thong Yaw Hong (Deputy Secretary, Economic 

Planningじnit)

A hdul Ghani bin f¥[nhd. (Contrり11円。fTradじ Divi-
sion, Ministry of Commerce and Industry) 

Abdul Aziz l〕inMohえmedYassin (Deputy℃ha1ロnan

引fF. A. ¥f. A., fりrmerPrincipal Assitant Secre-

tary, Ministry of Agriculture and Co-operativ巴s)

礼rshadbin l!yub ( ［汁incipal AssiはtantSccretaη， 

ministry of Finanじい

Syed Zahiruddin bin Syed Hassan (Secretary to the 

Minist1 y of Agri山 lture皿 dCoゅerativ吋

Dato Ganie ( ;;Jong ( Member of Parliament，日abah)

他に 1名（Sarawakより）

（注9) 外国資本ゾ）思決を示「－ ＇／） の指打。そあげれ

；士、つぎ心ごとくであるc

ゴム 1964年末のマラヤ州のゴム ffi'tHけ面積410"Jj" 

:l2帥エーカーのうち，欧米系λ｝エステー l、－1S2が，

112万579:lエーカペ4分の 1〕を所有し，年間生産

82万4100トγの2分の 1(47方6800トソ〉を占めて

！、る。仮に，ゴム地 1エーカーの市場価格2000マラ

ヤ・ r，レ（市場価終l土岐在1000～1000マ7ヤ・ドル

IOO 

となっている）として， 22憶すラヤ・ドノレの周定資

本となる。

錫 19日年末にわいて，錫’l,i'fの二犬｝j式である，

Dredge方式で107鉱（他に一つ中国人系のものがあ

るのみ）， Gravel pumps方式で31鉱が欧米系資本の

下にあり，年問弁A.Ji{ 5 万99•17 トンのうち，その 2 分

の 1( 3万5861トン〉を占めている。なお Dreclg日

方式の initialcostは700方～1200万叩ラヤ・ドノレ，

Gravel pumps方式で10万～15万マラヤ・ドルとな

ってし、る。

創始産業 1965年 1月末のマラヤ州の創始産業指定企

業 1051tの払；λJ外資本 H邑6603万6010・・ラヤ・ド r’レ

のうち，外国資本が 1億3312万7847叩ヲヤ・ドノレと

なっている。なお，援権資本は， 6億9492万マラヤ

ド凡である＝

〈泌外調査員 校！京宣之〉

一一一在Pアラノレンプール一一一
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